
6都薬会発第 485号 

令和 7年 3月 8日 

地区薬剤師会 会長 殿 

公益社団法人東京都薬剤師会 

会 長   髙 橋 正 夫 

「長期収載品の調剤における薬剤師の対応状況に関する調査」 

へのご協力周知のお願い 

平素より本会会務に格別のご高配を賜り、深く感謝申し上げます。 

東京都薬剤師会では、令和 6年 10月 1日より開始された『長期収載品の選定療養』に関

しての患者の認知度及び薬局での対応状況の把握のため、昨年アンケート調査をさせていた

だきました。その後、制度が実施されてから業務での対応等の新たな対応状況を把握させて

いただきたく、この度会員薬局管理薬剤師を対象とした調査を実施させて頂くこととなりま

した。 

つきましては、別紙案内を貴地区会員薬局に配布賜り、多くの会員薬局に下記の期限まで

に回答いただけるようご周知お願いいたします。 

記 

１．回答対象者：会員薬局管理薬剤師 

２．回答先：web アンケート（Google フォーム） 

下記 URL もしくは QRコードよりアンケートにご回答をお願いいたします。 

https://forms.gle/nDSMXGJQsWU9v36J7 

３．回答期限：令和 7年 3 月 31日（月） 
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https://forms.gle/nDSMXGJQsWU9v36J7


 

令和 7年 3月 8日 

 

会員薬局 管理薬剤師様 

公益社団法人東京都薬剤師会 

会 長   髙 橋 正 夫 

 

「長期収載品の調剤における薬剤師の対応状況に関する調査」 

へのご協力のお願い 

 

 

平素より本会会務に格別のご高配を賜り、深く感謝申し上げます。 

東京都薬剤師会では、令和 6年 10月 1日より開始された『長期収載品の選定療養』に関

しての患者の認知度及び薬局での対応状況の把握のため、昨年アンケート調査をさせていた

だきました。その後、制度が実施されてから業務での対応等の新たな対応状況を把握させて

いただきたく、この度会員薬局管理薬剤師を対象とした調査を実施させて頂くこととなりま

した。 

つきましては、貴薬局の長期収載品の調剤に関する対応状況について下記の期限までにご

回答お願いいたします。    

ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、Google フォームにて下記アンケートにご協

力ほど、何卒お願い申し上げます。  

 

記 

 

 

１．回答対象者：会員薬局管理薬剤師 

 

 ２．回答先：web アンケート（Google フォーム） 

下記 URL もしくは QRコードよりアンケートにご回答をお願いいたします。 

https://forms.gle/nDSMXGJQsWU9v36J7 

 

 

３．締切り：令和 7年 3 月 31日（月） 
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https://forms.gle/nDSMXGJQsWU9v36J7


『長期収載品の調剤における薬剤師の対応状況に関する調査』 

アンケート（Google フォーム） 

 

昨年 10 月より長期収載品の選定療養制度が導入されて以降、時間の経過とともに様々な状況の変化が

私たちの業務に影響を及ぼしていることと存じます。つきましては 10 月の調査に引き続き、現場の薬剤

師の対応状況を把握するため、調査を実施させて頂くこととなりました。業務ご多忙の中、大変恐縮で

はございますが、令和７年３月３１日(月)までにご回答の程お願い致します。 

 

 

 

設問① 

所属地区薬剤師会名を教えてください。 

 

設問② 

貴薬局のご自身を含めた勤務薬剤師の人数を教えてください。 

 

□1 人   □２～３人   □４～６人   □7 人以上 

 

設問③-① 

貴薬局における令和６年７月～９月の３か月間合計の後発医薬品調剤割合を教えて下さい。 

 ※小数点以下第 2 位を四捨五入 

 

設問③-② 

貴薬局における令和６年１０月～１２月の３か月間合計の後発医薬品調剤割合を教えて下さい。 

 ※小数点以下第 2 位を四捨五入 

 

設問③-③ 

選定療養制度開始後、後発医薬品調剤体制加算の区分に変更がありましたか？ 

 □なし→加算 1  □加算 1→2 □加算 2→3 □加算区分が下がった □変わらない 

 

設問④ 

選定療養制度の説明後、後発医薬品へ変更したが、次回来局時先発医薬品に戻した患者はいました

か？ 

  

 □数人ですがいました 

□多数いました 

 □いいえ、いません。 
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設問④－① （設問④で「いました」と回答した人はこの設問に移行） 

その理由にあてはまるものをお選びください（複数回答可） 

 □品質・効果・副作用に対する不安 

 □使用感 

 □経済的負担感の軽さ 

 □供給不安による後発医薬品の提供困難 

 □その他（            ） 

 

設問⑤ 

選定療養の対象となる処方箋応需後、薬剤師の判断で疑義照会または医療機関への情報提供などをし

「医療上の必要がある場合」として保険給付の対応とした例はありますか？ 

   

 □数人ですがありました。 

□多数ありました。 

 □いいえ、ありません。 

 

設問⑤－① （設問⑤で「ありました」と回答した人はこの設問に移行） 

「医療上の必要性がある場合」と判断した理由は以下のどれですか？（複数回答可） 

 

 □患者の疾病に対する治療において薬事上承認された効能・効果に差異があったから 

 □患者の副作用歴、相互作用など安全性の観点から問題があったから 

 □ガイドライン上後発医薬品へ切り替えないことが推奨されていたから 

 □処方された後発医薬品の剤形が調剤設計上、問題があったから 

 □その他（            ） 

 

設問⑥ 

選定療養制度開始後に出荷調整がかかるなど、選定療養対象医薬品のどのくらいの品目の納品に影響

が出ていますか？ 

 

  □出ていない □１～５品目  □６～１０品目  □1１～２０品目  □2１品目以上 

 

設問⑥‐① （設問⑥で「出ていない」と答えた人以外はこの設問に移行） 

設問⑥で納品に影響が出ている品目名を教えてください（自由記載） 

 

 

ご回答ありがとうございました。 

-4-




